
!
世界史B　30オランダと英・仏の覇権競争

1,大西洋三角貿易	

砂糖生産---[       　　　　　    ]1を原料に16世紀ブラジル=ポルトガル植民地=で展開。	

　　　　　17~8世紀西欧でコーヒー、紅茶の普及→重要な国際商品化	

　　　　　栽培・製糖に多くの労働力→西アフリカからの(   　　　      )2輸入と結合	

ヨーロッパ内部→都市にコーヒーハウス(英)や(　　　　　　)3(仏）	

　　　　　　　→市民の社交・政治的交流の場→市民文化が発展	

17世紀　英仏が(      　　　　     )4諸島領有→砂糖生産の中心化	


⇒砂糖・コーヒー・タバコのプランテーション=大農園	

17~18世紀　世界貿易の中心→大西洋(　　　　　　)5貿易という新たなネットワークを編成	

　　　┌リヴァプール、ボルドーなどから銃器・綿製品・工業製品を西アフリカへ	

           ├(         　　　　    )6からアメリカへの奴隷輸入が急激に増加	

　　　　　　　　　　　→アフリカ西部のベニン王国(13世紀~18世紀)などで奴隷狩り	

　　　└アメリカ・西インド諸島からヨーロッパへ砂糖・(      　　　   )7などを運ぶ　⇒英仏に巨大な富	

　　　　イギリス---中国から紅茶、インドからキャリコ⇒綿布の国産化=(    　　　     )8革命	

2,奴隷貿易とアフリカ	

[西アフリカ]	

16世紀末　サアド朝(16世紀~1659)=モロッコのイスラム国家=の遠征→ソンガイ王国滅亡	

　　　　　(       　　　　    )9王国(13世紀~18世紀)などの小王国分立→奴隷輸出を経済基盤とする	

[東アフリカ]	

16世紀始め　ポルトガルがキルワ、モンバサなど港市国家を破壊	

　　　　　(        　　　    )10王国(17世紀~1894)=今のウガンダ=成立⇒奴隷貿易に依存	

[奴隷貿易]　　18世紀最盛期～19世紀まで　	

　　　┌アフリカから運び出された黒人奴隷の総数は1000万人をこえる　	

　　　└アフリカの諸王国は奴隷貿易に依存　⇨伝統的な社会・文化を破壊	

3,商業覇権の移動・植民地経営への転換	

オランダ　　17世紀前半　商業覇権確立	

1621年　(　　　　　　)11会社創立→北米束岸にニューネーデルラント植民地(1624~74)建設	

1624年　30家族がオランダから入植。寛容の精神「全ての者は宗教的に(　　　　　　)12」	

17世紀後半  ヨーロッパで香辛料供給週剰→価格下落・3回の(　　　　　)13戦争(1652~74)	

　　　　　　英仏の(       　　　   )14主義政策⇒オランダの貿易に打撃・重商主義競争敗北	

18世紀末　連合東インド会社を解散⇒商業覇権から(       　　　    )15経営に転換	

　　　西部バンデン王国(1525~1813)を圧して西ジャワを領有	

　　　中部ジャワのマタラム王国(1582~1755)の内紛に介入→18世紀末(     　　　　    )16全土を支配下に	

　　　┌ジャワ島を中心とする会社領を直轄地化⇨オランダ領(　　　　　 　)17	

　　　└コーヒー・サトウキビなどのプランテーション経営に重点	

イギリス　1600年　(　　　　　　)18会社設立　アンボイナ事件以後→インドの支配と経営へ	

　　　拠点→チエンナイ=マドラス・(　　　　　　)19=ボンベイ・コルカタ=カルカッタ	

　　　→インド貿易=インド産の良質な綿織物=(　　　　　　)20→国際商品化=奴隷貿易の代価	

フランス　1664年　(　　　　　　)21会社再興=財務長官コルベール	

　　　インドのポンディシェリ(南インド)・シャンデルナゴル(西ベンゴール)を拠点化	

4,植民地経営の本格化・英仏の抗争	

イギリス	

17世紀初頭　北アメリカ東岸に東インド会社の[　　　　　　　]22植民地❖a(1607~)→南部	


1620年　(　　　　　　)23=ファーザーズ❖b、メイフラワー号でニュープリマスへ。	

　　　　　　分離派ピューリタン→二ュー(　　　　　　　)24植民地❖c(1620~)→北部	

　　 ❖a---先住民ポウハタン族。酋長の娘(      　　　　　　      )25の物語。1616年英国へ。植民宣伝に利用。	


❖b---巡礼始祖。社会契約説に基づく「メイフラワー誓約」により理想社会の建設を目指す。	

❖c---先住民ワンパノアグ族。食料等の支援で白人が越冬。1621年秋収穫を祝う→[    　　　　    ]26の起源。	

　　いずれも土地をめぐる白人との抗争や白人がもたらした病気によって大幅な人口減を招く。	


1674年　英蘭戦争 (1652~74)後のウェストミンスター条約	

　　　ニューネーデルラントの割譲、中心地ニューアムステルダム⇨[　　　　　　　　　]27と改称	

　　　スペインから(　　　　　　)28=カリブ海=を奪う→砂糖プランテーションの一大生産地	

フランス   コルベールの重商主義政策	

1608年　北アメリカセント・ローレンス川流域に(　　　　　　　)29植民地❖d⇒ヌーベルフランス建設	

　　❖d---アルゴンギン語の「川の狭まる所」から。17世紀末に(    　　　     　 )30=イロコイ語で「町」=の名称。	

1697年　カリブ海の(　　　　　　)31=サン=ドマング。砂糖プランテーションの中心	

1699年　ミシシッピ川流域に広大な(　　　　　　　　)32=ルイ14世から=植民地形成	

18世紀　イギリスとフランス⇨第2次英仏(　　　　　)33戦争(1689~1815)　	


┌アン女王=スペイン継承=戦争(1702~13)後の(　　　　　　　　)34条約(1713)	

　　　　　→フランスからニューファンドランド・アカディア・ハドソン湾地方を獲得	

　　　　　　スペインから(　　　　　　　)35などを獲得	

　　　　├オーストリア継承戦争中=ジョージ王戦争(1744~48)	

　　　　├七年戦争中=北米大陸で(　　　　　　)36=インディアン戦争(1755~63)	

　　　　　→フランスの拠点ケベックを占領・勝利→パリ条約(1763)	

　　　　　→(　　　　　　)37とミシシッビ川以東のルイジアナ、セネガル、西インド諸島の一部を	

　　　　　　スペインから(　　　　　　)38　⇔　ミシシッピ川以西のルイジアナは[     　　　      ]39へ　　　　　　　　　　　　　　	

　　　　└1757年　(　　　　　　)40の戦い(インド)=七年戦争中	

　　　　　　イギリス東インド会社のクライヴ(1725~74)→フランスとベンガル諸侯連合軍を破る	

　　　　　1765年　(　　　　　　　)41、ビハールなどの徴税権を獲得	

　　　　　→東インド会社による実質的な植民地支配開始	


・英蘭　・百年　・奴隷　・三角　・産業　・自由　・綿花　・重商　・植民地　・カナダ(2)　・ハイチ　・ベニン　	

・ジャワ　・カフェ　・ムンバイ　・ベンガル　・ケベック　・フロリダ　・フレンチ　・キャリコ　・ブガンダ　	

・東インド(3)　・西インド(2)　・ジャマイカ 　・プラッシー　・ユトレヒト　・西アフリカ ・ピルグリム　	

・ジブラルタル　・イングランド　・ポカポンタス

ニューネーデルラント ニューイングランド奴隷貿易船


